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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
16
17

18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79
80
81

82

83

84

85

86

87

87.5

１年社会
「世界の
気候」

〇製作をしよう
・布に応じた用具の使い方、安全な用具の取り
扱
　い方を理解し、作業を安全に行う
・資源や環境に配慮した製作計画を考え、工夫
する
・使用しているリサイクル布について理解する

住
居
の
機
能
と
安
全
な
住
ま

い
方

・家族の生活と住空間との関わりや、
　住居の基本的な機能について
　理解している【知】（ｱ）（Ⅰ）
・家族の安全を考えた住空間の整え方を
　理解している【知】（ｱ）（Ⅰ）
・家族の安全を考えた住空間の整え方を
　工夫している【工】（ｲ）（Ⅱ）

Ｂ（６）
アイ

○安全な住まいについて考えよう
・住まいの役割や、家族の生活行為と住空間と
の
　関わりについて理解する
・日本の住まい方を理解する。
・家族の安全を考えた住空間を理解する
・安全を考えた住空間の整え方について考え、
工夫
　する

〇衣服の選択と手入れを考えよう
・衣服のはたらきを理解する
・自分らしいコーディネイトを考える
・和服の文化に触れよう
・衣服計画と衣服の手入れの方法を考える

５･６年家庭
「栄養を

考えた食事」

学校給食の給
食の献立

５・６年家庭
「環境に配慮

した生活」

高等学校
「消費者の権

利と責任」
「持続可能な
社会をめざし

た
ライスタイル」

町の
生活環境課

○金銭の管理と購入を考えよう
・購入方法や支払い方法の特徴、計画的な金銭
　管理を理解する
・売買契約の仕組み、消費者被害、物資・サービ
ス
　の選択に必要な情報の収集・整理を理解し、工
夫
　する

○消費者の権利と責任を考えよう
・消費者の基本的な権利と責任、消費生活が環
境や
　社会に及ぼす影響を理解している
・身近な消費生活について、自立した消費者とし
ての
  責任ある消費行動を考え工夫する

５・６年家庭
「物や金銭の

使い方と
買物」

高等学校
「経済社会の
変化と消費

生活」
「消費者と企
業、行政」

令和２年度技術・家庭科（家庭分野）３年間を見通した指導計画　第８分科会

　　　　　　　　　　　【関】関心・意欲・態度　【工】工夫・創造　【技】技能　【知】知識・理解 一部抜粋

・製作する物に適した材料や縫い方、
　用具の安全な取り扱いが身に付いてい
る
　【技】(ｱ)（Ⅰ）
・資源や環境への配慮し、製作計画を
　考え、製作を工夫している【工】(ｲ)（Ⅱ）

Ｂ（５）
アイ

わ

た

し

た

ち

の

家

族

。
家

庭

と

地

域

・自分の成長を振り返り、家庭や家族の
　機能を知り、生活に必要な知識や技術
　について理解できる【知】(ァ)(Ⅰ)
・自分の成長と家族や地域の人との関わ
　りりに関心をもち、自立や共生すること
　に意欲をもって学ぼうとしている【関】(ｳ)
（Ⅲ）

A（１）
ア

○家庭野のガイダンス
・自分の成長を振り返り、家庭や家族の機能を
　理解し地域の人々との関わりを考える
・３年間の学習の見通しをたてる

日
常
着
の

活
用

・衣服の社会生活上の機能が分かり、時
　・場所・場合に応じた衣服の着用や個性
　を生かす着用、衣服の適切な選択に
　ついていて理解できる　【知】（ア）（Ⅰ）
・衣服の計画的な活用、衣服の材料や
　状態に応じた日常着の手入れについて
　身につけている【技】（ア）（Ⅰ）
・日常着の選択や手入れについて工夫を
　みいだしている【工】（イ）（Ⅱ）

Ｂ（４）
アイ

第
１
学
年

B（２）
アイ

・栄養素の種類と働き、食品の栄養
　的特質について理解している【知】（ア）
（Ⅰ）
・中学生の１日に必要な食品の種類と
　外用を理解し、献立作成ができる
　【技】（ア）（Ⅰ）
・中学生の１日分の献立を工夫している
　【工】（イ）（Ⅱ）

中
学
生
に
必
要
な

栄
養
を
満
た
す
食

事

５・６年家庭
「快適な住ま

い方」

２年保健体育
「傷害の
防止」

・食事の役割と中学生の栄養の特徴、
　健康によい食習慣について理解して
　いる【知】（ア）（Ⅰ）
・健康によい食習慣の工夫を
　見いだしている【工】（イ）（Ⅱ）

食
事
の
役
割
と
中
学

生
の
栄
養
の
特
徴

Ｂ（１）
アイ

○食事の役割と中学生の栄養の特徴を考えよう
・食事が果たす役割を理解する
・中学生の栄養の特徴、健康によい食習慣を
　理解する ５・６年家庭

「食事の
役割」

５年家庭
「家庭生活と

家族」

６年家庭
「小物作り・
ナップザック

製作」

学校支援
ボランティア

繊維リサイク
ル会社

５・６年家庭
「保健衛生上・
生活活動上の

働き」

６年家庭
「衣服の
洗濯」

布
を
用
い
た
製
作

第
２
学
年

C（２）
アイ

３年社会
「現代社会を

捉える
枠組み」

「市場の働き
と経済」

２年技術
「個人情報の

保護の
必要性」

５･６年家庭
「調理の
基礎」

学校支援
ボランティア

地域の農家

町の学校
給食センター

１・２年
保健体育

「健康な生活
と疾病の

予防」

２年理解
「生物の体の

つくりと
働き」

金
銭
の
管
理
と
購
入

消
費
者
の
権
利
と
責
任

・購入方法や支払い方法の特徴や、
　計画的な金銭管理について理解してい
る
　【知】（ア）（Ⅰ）
・売買契約の仕組み、消費者被害、物資・
　サービスの選択に必要な情報の収集・
　整理を理解して、活用している
　【知・工】（ア・イ）（Ⅰ・Ⅱ）

・消費者の基本的な権利と責任、消費生
活
　が環境や社会に及ぼす影響を理解して
　いる【知】（ア）（Ⅰ）
・自立した消費者としての消費行動を工夫
　している【工・関】（イ・ウ）（Ⅱ・Ⅲ）

Ｃ（１）
アイ

・用途に応じた食品の選択を説明できる
　【知】（ア）（Ⅰ）
・食品や調理用具等の安全と衛生に留意
　した管理について理解している【知】（ア）
・材料に適した加熱調理の仕方、基本的
な
　日常食の調理が身に付いている
　【技】（ア）（Ⅰ）
・日常の１食分のための食品の選択と調
理
　計画及び調理の工夫をしている
　【工】（イ）（Ⅱ）
・地域の食文化、地域の食材を用いた
　和食の調理が身に付いている【技】（ア）
（Ⅰ）
・食生活についての課題と計画、実践でき
る
　[技]（ア）（Ⅰ）

B（３）
アイ

Ｂ（７）
ア

日
常
食
の
調
理
と
地
域
の
食
文
化

○日常食の調理と地域の食文化を考えよう
・用途に応じた食品の選択を理解する
・食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管
理
　について理解する
・材料に適した加熱調理の仕方、基本的な日常
食の
　調理を行う
・日常の１食分のための食品の選択と調理計画
及び
　調理の工夫をする
・地域の食文化、地域の食材を用いた和食の調
理を
　行う
・食生活についての９課題と計画、実践、評価を
行う

○中学生に必要な栄養を満たす食事を考えよう
・栄養素の種類と働きを理解する
・食品の栄養的特徴を理解する
・中学生の１日に必要な食品の種類と概量し、献
立
　作成の方法を理解する
・中学生の１日分の献立を工夫する

第
３
学
年 家

族
・
家
庭
や
地
域
と
の
関

わ
り

・家族の協力と家族関係をよりよくできる
　ことについて理解している【知】（ア）（Ⅰ）
・家庭生活と地域との関わり、高齢者との
　関わり方について理解している【知】（ア）
（Ⅰ）
・家族関係をよりよくする方法及び地域の
　人々と協同する方法を考え工夫している
　【工】（イ）（Ⅱ）

○家族・家庭や地域との関わりについて考えよう
・家族の協力と家族関係について理解する
・家庭生活を地域との関わり、高齢者との関わり
方に
　ついて理解する
・家族関係をよりよくする方法及び地域の人々と
　協同する方法を考え工夫する

Ａ（３）
アイ

幼稚園

５・６年家庭
「家庭生活と

仕事」
「家族や地域
の人々との

関わり」

幼
児
の
生
活
と
家
族

・幼児の発達と生活の特徴、家族の役割
に
　ついて理解している【知】（ア）
・幼児の遊びの意義、幼児との関わり方を
　理解している【知】（ア）
・幼児との関わり方を工夫している
　【工】（イ） A(2)

アイ

○幼児の生活と家族について考えよう
・幼児の発達と生活の特徴、家族の役割を理解
する
・幼児の遊びの意義、幼児との関わり方を理解
する
・幼児との関わり方を考え、工夫する

高等学校
「子どもの発
達の特徴」

「子どもの発
達過程」

「子どもの
生活」


